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働者からは十分と思われていない。さらに、上司等職場内のコミュニケーショ

ンや能力を反映する仕組みについても労働者からの評価は低い。 

 
 
注）事業所が取組を行っていると回答した割合を１００としたときの、労働者が取組に対して「十分に行

われている」と回答した割合 

 
 
 

(2) 管理職育成の取組状況について 
管理職育成のために行っていること（複数回答）を聞いたところ、「自

治体や業界団体が主催する教育・研修には積極的に参加させるようにして

いる」（61.0％）「能力が認められた者は、配置や処遇に反映している」

（54.5％）など、外部研修等への研修や能力考課について取り組む事業所

が多いが、「新任管理職に指導担当者をつけ実務のなかで指導・アドバイ

スしている」（17.7％）「地域の同業他社と協力、ノウハウを共有して育成

に取り組んでいる」（7.6％）について取り組む事業所は少ない。 
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定期的な健康診断の実施

採用時における賃金・勤務時間についての説明

勤務時間を決める際、職員の要望を聞く機会の設定

事故やトラブルへの対応体制

介護能力の向上に向けた研修

職場全体の課題を共有できる機会の設定

実務の中で、上司や先輩から指導を受ける機会の設定

施設の経営理念やケアの方針についての説明機会の設定

職員のモラルの向上に向けた研修

上司や先輩に仕事上の相談ができる機会の設定

働き方等、キャリアについて上司と相談できる機会の設定

介護保険制度や関係法令の改正情報の周知

介護の能力を適切に評価し給与等に反映する仕組み

介護事故や腰痛を予防するための教育や福祉機器の整備

介護の能力向上を意図した仕事の割り当て

介護の能力を適切に評価し教育・指導に反映する仕組み


